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令和３年１１月１日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

令和3年11月1日（月）午前9時～ 本庁舎4階大委員会室 

２ 出席者 

企画政策課  池内課長、武藤主査、多納主任主事、中村主事補 

生涯学習課  寺田課長、會主査補 

文化センター 石田センター長、鎌田図書館長 

高齢者福祉課 竹内課長、中村主査、栗原主任保健師 

３ 件名 

令和3年度において新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（通常分）を活

用する事業について 

４ 会議結果 

□ 案のとおり決定する。 

■ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

□ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

①図書館内Wi-Fi設置工事について 

・児童コーナーに導入しない理由はあるのか。一括で工事すれば費用を抑えられる。全

館に導入してはどうか。 

→児童のパソコン持ち込みはほとんどないことや、保護者は隣のヤングアダルトコーナ

ーでWi-Fiを利用できるため計上しなかった。 

・近隣の導入状況はどうか。 

→印西市、船橋市、鎌ケ谷市の図書館は、導入済みである。 

・市のセンター図書室には、導入しないのか。 

→防災用のWi-Fiを各センターで導入済みである。 

・アクセスポイントの増設によりランニングコストが上がることや通信速度が下がるこ

とはないのか。 

→機器は買い取りであり、増設により通信速度が下がることもないため、追加で経費が

生じることはない。 

・令和２年度の電算システムリプレイス時に、Wi-Fiを全館に導入するべきだったので

はないか。９月補正ではなく、１２月補正になった理由は何か。 

→当初の予想を超えて利用数が１．５倍になったため、今回、アクセスポイントの増設

を検討した。緊急事態宣言中は、図書館を利用する人は多くなかった。宣言解除後、

感染者数が減少した１０月になってから、利用が増え始めた。コロナ禍以前は、持ち

込みパソコンは少なかった。今ではスマートフォンは、ほとんどの人が所持してお









 






